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９月定例会   ９月定例会   補正予算の審査補正予算の審査 牧
之
原
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

牧
之
原
市
多
目
的
体
育
館
整
備
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

議
案
へ
の
主
な
質
疑

議
案
へ
の
主
な
質
疑

牧
之
原
市
海
浜
体
育
館
を
解
体
す
る
こ

と
に
伴
い
、
当
該
施
設
に
関
す
る
規
定

を
削
除
す
る
も
の
。

契
約
金
額
24
億
７
２
８
０
万
円
で
佐
藤

工
業
静
岡
営
業
所
・
鈴
木
土
建
に
よ
る

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
お
よ
び
環

境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
・
高
橋
茂
弥
建
築

設
計
事
務
所
に
よ
る
設
計
共
同
体
と
契

約
す
る
も
の
。

跡
地
の
活
用
方
法
は

観
客
席
の
数
は

環
境
へ
の
配
慮
は

沿
岸
部
の
活
性
化
に
つ
い
て

高
台
開
発
に
つ
い
て

海
浜
体
育
館
の
跡
地
に
つ
い
て

は至
近
に
は
旧
商
工
会
館
や
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、

体
育
館
跡
地
の
み
で
の
有
効
利
用
は
難

し
い
。
こ
れ
ら
は
補
助
金
を
活
用
し
た

建
物
で
取
り
壊
せ
な
い
期
間
が
あ
り
、

少
な
く
と
も
２
、
３
年
は
現
状
の
ま
ま

だ
。

請
負
仮
契
約
の
相
手
方
か
ら
出

て
い
る
提
案
で
は
、
観
客
席
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

常
設
の
観
客
席
が
メ
イ
ン
フ
ロ

ア
を
ぐ
る
っ
と
囲
む
形
で
５
０

０
強
ほ
ど
。
興
行
が
成
り
立
つ
に
は
１

５
０
０
は
必
要
と
言
わ
れ
る
が
、
日
常

使
い
や
採
算
性
も
考
慮
し
最
終
的
に
決

し
た
い
。

市
が
宣
言
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
に
配
慮
し
た
施
設

と
な
る
の
か

発
電
や
蓄
電
を
含
め
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
下
が
っ
て
く
る
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
施
設
と
な
る
よ
う

今
後
の
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

現
在
、
静
波
海
岸
周
辺
地
域
づ

く
り
構
想
に
基
づ
い
て
計
画
が

作
ら
れ
て
い
る
。
計
画
を
確
実
に
進
め

て
い
く
た
め
に
新
た
な
組
織
を
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か

こ
れ
か
ら
詳
細
を
詰
め
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
か
ら
の

提
案
も
頂
く
中
で
秩
序
あ
る
開
発
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
例
え
ば
委
員
会
を
作
る
な
ど
、

事
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
含
め
て
進

め
て
い
き
た
い
。

相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
周
辺
な

ど
の
適
地
に
対
す
る
開
発
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
高
台
開
発

と
は
異
な
る
場
所
を
指
し
て
い
る
の
か

高
台
開
発
の
中
で
創
出
で
き
る

宅
地
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
そ

の
周
辺
に
お
い
て
も
宅
地
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
が
あ
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
事
業

者
の
意
向
が
合
え
ば
、
基
盤
整
備
事
業

等
を
行
う
こ
と
で
宅
地
の
確
保
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

答

問

問

問

問問

９月９月
定例会定例会

ス
ポ
ー
ツ
関
連
議
案
に

質
疑
が
集
中
！

答

答答

市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る

　
　
　

　
　
　

  

総
括
的
な
質
疑

総
括
的
な
質
疑

休
校
措
置
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校
措
置
等

が
と
ら
れ
た
場
合
、
端
末
持
ち

帰
り
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実
施

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
ど
う
い
っ
た
内

容
か

現
時
点
で
は
、
学
級
閉
鎖
等
が

あ
っ
た
と
し
て
も
長
期
間
に
及

ぶ
も
の
で
は
な
い
と
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
時
間
割
ど
お
り
の
授
業
を
全

て
や
る
の
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
課
題
の
提
出
や
朝
の
会
、
健
康
確

認
等
を
考
え
て
い
る
。

問答

・浄化槽設置事業補助金の申請件数の増加に伴う経費
・勝間田川ファブリダム改修に係る経費
・宿泊施設へのワーケーション整備促進に係る経費
・海浜体育館の解体工事に係る経費
・県中小企業者等応援金の上乗せ給付に係る経費

○今回の補正予算の主な内容

設
置
件
数
が
増
え
た
要
因
は

今
後
対
策
が
必
要
な
詰
所
は

今
後
も
継
続
さ
れ
る
の
か

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金

２
０
６
５
万
２
０
０
０
円
増
額

浄
化
槽
の
設
置
件
数
が
増
え
た

要
因
は

市
広
報
誌
で
の
周
知
と
と
も
に
、

国
の
補
助
が
令
和
８
年
ま
で
の

期
限
と
い
う
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
お

い
て
も
そ
れ
ま
で
に
合
併
浄
化
槽
の
設

置
に
つ
い
て
推
進
す
る
た
め
に
広
報
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
初
期
調
査
料60

万
円
増
額

現
在
あ
る
消
防
団
詰
所
の
中
で

今
後
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
い
く
つ
あ
る

か

今
回
実
施
す
る
も
の
を
除
い
た

22
カ
所
の
う
ち
13
カ
所
が
対
象

と
考
え
て
い
る
が
、
法
律
改
正
の
影
響

に
よ
り
も
う
少
し
増
え
る
可
能
性
は
あ

る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

96
万
円
増
額

い
ま
だ
コ
ロ
ナ
は
収
束
し
て
お

ら
ず
第
６
波
へ
の
不
安
も
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
事
業
は
継
続
さ

れ
る
の
か現

状
で
は
、
国
の
制
度
と
し
て

は
11
月
末
ま
で
が
申
請
期
限
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問問

問

答答

答

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、引
き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。（要旨）

１　�令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」において、
令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に
伴い社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよ
う、十分な総額を確保すること。

２　�固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、
断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本来
国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特例措置は今回限りとし、期
限の到来をもって確実に終了すること。

３　�令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年度と同額とする負
担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４　�令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更な
る延長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」

意   見   書意   見   書 意見書・要望書の全文は
牧之原市議会  意見書 検索

内閣総理大臣、衆議院・参議院
両議長らに提出しました。
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会　計　名 歳　入　額 歳　出　額

　　　　一 般 会 計 289億6337万9304円 281億479万8205円

　　　　国民健康保険特別会計 52億3816万2230円 49億9960万8951円

　　　　後期高齢者医療特別会計 5億1623万4275円 5億1617万2475円

　　　　介 護 保 険 特 別 会 計 44億2270万3409円 42億9390万1820円

　　　　土 地 取 得 特 別 会 計 1666万9301円 756万301円

　　　　農業集落排水事業特別会計 1611万1613円 1477万9257円

　　　　相寿園管理組合会計 1億6038万3785円 1億4837万1001円

　　　　水 道 事 業 会 計 収益的　10億3147万4540円
資本的　 1億2015万9571円

収益的　9億6830万7988円
資本的　3億4013万9977円

決
算
審
査
で
の
主
な
質
疑

決
算
審
査
で
の
主
な
質
疑

法
人
市
民
税
の
減
収
要
因
は

ス
マ
ー
ト
農
業
の
事
業
内
容
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
の
業
績

悪
化
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
業
種
が
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か

自
動
車
関
連
企
業
が
大
き
く
減

収
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
食
品

関
連
企
業
や
空
港
関
連
企
業
に
お
い
て

も
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

㈱
マ
キ
ノ
ハ
ラ
ボ
に
て
県
の
受

託
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
は

試
験
段
階
で
は
あ
る
が
、
市
内

の
茶
園
と
協
力
を
し
て
セ
ン
サ

ー
な
ど
に
よ
り
温
度
・
湿
度
管
理
等
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
今
後
の
茶
園
管
理

に
そ
の
技
術
が
活
用
で
き
な
い
か
調
査

し
て
い
る
。

答答 問問

　これまでは相寿園管理組合（一部事務組合）の議会において必要な審査を行っていましたが、

当該組合が令和３年３月31日に解散したことに伴い、令和２年度決算については事務を承継し

た牧之原市長から監査委員の審査を付して市議会に上程され、審査を行いました。令和３年度以

降については、市の一般会計において予算が計上され、必要な審査等を受けることになります。

「相寿園管理組合会計」について

実
績
額
が
減
額
と
な
っ
た
要
因
は

入
山
す
る
際
の
対
策
は

特
定
空
き
家
の
認
定
件
数
は

需
要
を
満
た
し
て
い
る
の
か

元
年
度
に
比
べ
る
と
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
実
績
額
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
臨
時
特
別
給
付
金
等

の
影
響
か元

年
度
は
制
度
改
正
に
よ
り
支

払
い
月
数
が
多
く
な
っ
て
い
た

が
、
２
年
度
は
以
前
の
支
払
い
月
数
に

戻
っ
た
こ
と
に
よ
り
例
年
並
み
の
実
績

と
な
っ
て
い
る
。

周
辺
の
道
路
や
近
隣
住
宅
に
危

険
を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
特

定
空
き
家
と
し
て
認
定
し
て
お
り
、
２

年
度
末
で
13
件
の
登
録
が
あ
っ
た
が
、

今
年
度
に
入
っ
て
１
件
取
り
壊
し
た
た

め
12
件
と
な
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
の
た
め
に
猟
友

会
の
方
が
他
人
の
山
に
入
る
際

に
、
不
審
者
と
思
わ
れ
な
い
た
め
の
対

策
は

全
て
の
所
有
者
に
断
り
を
入
れ

る
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で
、

腕
章
や
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
、
駆
除
を

し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
た
だ

く
よ
う
声
か
け
を
し
た
い
。

特
定
空
き
家
に
認
定
さ
れ
た
空

き
家
は
何
件
あ
る
の
か

セ
ッ
ト
検
診（
特
定
健
診
＋
が

ん
検
診
）は
複
数
日
で
実
施
し

て
い
る
が
、
受
診
希
望
者
の
需
要
を
満

た
し
て
い
る
か

３
日
間
で
実
施
し
て
い
る
が
、

日
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
る
。
関
係
機
関
と
協
議
し
、

１
日
で
も
多
く
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

答答

答 答

問問問

問

防災等の観点からも
適切な管理が求められる

～ 議 決 結 果 と 概 要 ～
件　　　　　名 結果 概　　　　　要

人
事
案
件

公平委員会委員の選任について 同意 公平委員会委員に「齊藤智子」氏を選任するもの。
教育長の任命について 同意 教育長に「橋本勝」氏を任命するもの。
教育委員会委員の任命について 同意 教育委員会委員に「吉住幸子」氏を任命するもの。

決
算
認
定

令和２年度牧之原市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：289億6,337万9,304円　歳出決算額：281億  479万8,205円
令和２年度牧之原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 歳入決算額： 52億3,816万2,230円　歳出決算額： 49億9,960万8,951円

令和２年度牧之原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 歳入決算額：  5億1,623万4,275円　歳出決算額：  5億1,617万2,475円

令和２年度牧之原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 歳入決算額： 44億2,270万3,409円　歳出決算額： 42億9,390万1,820円

令和２年度牧之原市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 歳入決算額：     1,666万9,301円　歳出決算額：       756万  301円

令和２年度牧之原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 歳入決算額：     1,611万1,613円　歳出決算額：     1,477万9,257円

令和２年度相寿園管理組合会計歳入歳出決算の認定について 認定 歳入決算額：  1億6,038万3,785円　歳出決算額：  1億4,837万1,001円
令和２年度牧之原市水道事業会計の利益の処分及び決算の認
定について

可決及び
認定

収益的収入決算額：10億3,147万4,540円　収益的支出決算額：9億6,830万7,988円
資本的収入決算額： 1億2,015万9,571円　資本的支出決算額：3億4,013万9,977円

条
例

改
正 牧之原市社会体育施設条例の一部を改正する条例 可決 牧之原市海浜体育館を解体することに伴い、当該施設に関する規定を削除す

るもの。

補
正
予
算

令和３年度牧之原市一般会計補正予算（第５号） 可決 3億4,461万3,000円を増額し、予算額を199億2,380万1,000円とするもの。
令和３年度牧之原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 1,775万3,000円を減額し、予算額を50億426万5,000円とするもの。
令和３年度牧之原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 5,094万6,000円を増額し、予算額を44億8,878万6,000円とするもの。
令和３年度牧之原市一般会計補正予算（第６号） 可決 3,923万6,000円を増額し、予算額を199億6,303万7,000円とするもの。

契
約 牧之原市多目的体育館整備工事の請負契約について 可決

契約金額24億7,280万円で佐藤工業静岡営業所・鈴木土建による特定建設工事
共同企業体および環境デザイン研究所・高橋茂弥建築設計事務所による設計
共同体と契約するもの。

議
員

発
議

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書 可決

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地方財政は来年度においても引
き続き巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面していることから、
令和4年度地方税制改正に向けた対応について要望するもの。
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福
祉
避
難
所
の
施
設
名
や

場
所
の
公
示
方
法
に
つ
い

て
は
ど
う
か

今
回
の
改
正
に
よ
り
福
祉

避
難
所
の
指
定
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
市
で
は
ま
だ

指
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、

福
祉
避
難
所
の
指
定
を
す
る
こ
と

か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

指
定
福
祉
避
難
所
を
増
や

し
て
い
く
計
画
は
あ
る
の

か
。
数
値
目
標
は

個
別
避
難
計
画
を
策
定
し

て
い
る
人
が
５
３
３
人
い

る
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
を
目
標
値

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
対
象
に
公
立

学
校
等
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

今
後
５
年
間
で
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
全
て
の
学
校
が
、
段
差

解
消
を
行
う
等
の
目
標
値
が
示
さ

れ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
整
備

を
進
め
て
い
く
の
か

学
校
再
編
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
、
既

存
施
設
に
つ
い
て
は
配
慮
を
要
す

る
児
童
生
徒
の
在
籍
状
況
等
、
優

先
的
に
対
応
す
べ
き
施
設
を
必
要

に
応
じ
て
整
備
し
て
い
く
。
新
し

い
学
校
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
適

合
し
た
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
。

い
る
。

問問問

答

答答

答

濵﨑 一輝
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
て
要
支
援
者
名
簿

や
、
避
難
計
画
に
記
載
す
る
情
報

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、

市
は
ど
の
程
度
の
範
囲
で
利
用
を

考
え
て
い
る
の
か

障
が
い
の
種
類
や
そ
の
程

度
、
高
齢
者
の
要
介
護
度

区
分
、
転
居
や
死
亡
と
い
っ
た
情

報
の
取
り
扱
い
等
、
国
が
示
し
た

項
目
に
つ
い
て
は
活
用
を
考
え
て

問

災害時の要配慮者支援

近
年
の
自
然
災
害
は
一
昔
前
の
災
害
と
は
異
な
り
、
そ
の
規
模
も
被
害
も
年
々

増
大
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
中
で
も
、
災
害
弱
者
と
い
わ
れ
る
要

配
慮
者
（
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
）
の
方
の
割
合
が
多
く
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年
の
４
月
か
ら
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
５
月
に
は
災
害
対
策
基
本
法
と
福
祉
避
難
所
の
確

保
・
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
、
よ
り
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
が
強

化
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
た
。

一般質問一般質問
市政を問う!! 市政を問う!! 

避難所となる学校施設の
バリアフリー化は急務である

市内でも不足している
福祉避難所

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
施
設
に
は
、
簡
易

型
の
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
等
早
急

に
設
置
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
対
応
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が

簡
易
型
の
ス
ロ
ー
プ
や
手

す
り
に
つ
い
て
は
、
対
応

で
き
る
と
こ
ろ
は
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。 問答

避難計画の実効性は

中
部
電
力
㈱
は
原
子
力
事

業
所
災
害
対
策
支
援
拠
点

の
一
つ
に
、
市
が
新
設
す
る
放
射

線
防
護
施
設
（
体
育
館
）
を
使
用

す
る
こ
と
で
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
が
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
施
設
で
あ

り
事
故
時
は
放
射
線
量
も
高
く
、

資
機
材
を
原
発
に
送
っ
た
り
要
員

の
集
結
な
ど
拠
点
と
し
て
機
能
す

る
か
疑
問
だ

こ
れ
は
中
電
が
要
望
し
た

こ
と
で
あ
り
、
施
設
の
具

体
的
運
営
に
つ
い
て
は
施
設
完
成

後
、
協
議
や
訓
練
を
踏
ま
え
て
取

り
決
め
て
い
く
。

放
射
線
防
護
施
設
で
の
運

営
・
管
理
や
避
難
者
の
健

康
管
理
な
ど
の
責
任
者
は
誰
か

施
設
運
営
や
要
配
慮
者
の

生
活
支
援
な
ど
は
、
原
則

と
し
て
市
が
行
う
。

防
護
施
設
で
要
配
慮
者
が

体
調
を
崩
し
た
場
合
な
ど

に
お
い
て
、
医
療
機
関
へ
の
搬
送

や
次
の
避
難
所
に
搬
送
す
る
場
合

は
誰
が
責
任
を
負
う
の
か

国
、
県
を
通
じ
て
自
衛
隊

な
ど
の
車
両
等
に
お
い
て
、

搬
送
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

避
難
計
画
の
具
体
化
は
ど

こ
ま
で
進
ん
だ
か
。
進
捗

率
は

避
難
先
（
山
梨
・
長
野
・

群
馬
）
の
市
町
の
調
査
を

終
え
、
避
難
経
由
所
お
よ
び
避
難

所
の
確
定
に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

計
画
の
進
捗
は
３
．
５
合
目
、
４

合
目
ぐ
ら
い
と
考
え
る
。

緊
急
時
Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
要

配
慮
者
の
放
射
線
防
護
施

設
へ
の
搬
送
中
の
責
任
者
は
誰
か

事
故
や
損
害
に
関
し
て
は
、

（
搬
送
を
引
き
受
け
る
中

電
を
含
む
）
起
因
者
が
責
任
を
持

つ
。

コ
ロ
ナ
感
染
陽
性
者
な
ど

の
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か

内
閣
府
か
ら
は
感
染
の
疑

い
が
あ
る
者
も
含
め
予
防

対
策
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
避

難
や
屋
内
退
避
等
の
各
種
防
護
措

置
を
行
う
こ
と
が
通
知
さ
れ
て
い

る
。

問

問問

問問問

答

答答

答答答

大石 和央
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

２
０
１
９
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た
牧
之
原
市
の
原

子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
方
針
書
は
、
実
効
性
か

ら
み
て
途
上
で
あ
る
と
市
も
認
め
て
い
る
。
策
定

か
ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
や
新
型
コ
ロ

ナ
の
ま
ん
延
に
よ
っ
て
、
避
難
の
あ
り
方
に
課
題

が
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
要
配
慮
者
避
難
を

含
め
て
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
質
問
し
た
。
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一般質問一般質問

令
和
３
年
１
月
８
日
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
宣
言
し
て
か
ら
８
カ
月
が
経
過

し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
施

策
と
進
捗
は

市
の
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
お
い
て
、
市
、
市
民
、

事
業
者
の
役
割
を
定
め
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
国
、
県
の
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
が
策
定
さ
れ

次
第
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

民
間
企
業
と
の
連
携
は
ど

う
か

事
業
系
廃
棄
物
の
う
ち
、

食
品
廃
棄
物
処
理
の
一
部

を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

対
し
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
営

ん
で
い
る
地
元
業
者
と
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

促
進
法
が
来
年
４
月
に
施

行
予
定
で
あ
る
が
、
市
の
体
制
は

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
情
報
収
集
等
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問問問 答答答

村田 博英
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

市の防災対策とCO2削減を伺う

台
風
や
大
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
当
市
は
比
較
的
穏
や
か
な

地
域
で
あ
る
が
、
本
年
５
月
に
竜
巻
が
発
生

し
、
心
配
は
沿
岸
部
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
。

津
波
、
地
震
、
疫
病
な
ど
災
害
は
避
け
ら
れ

な
い
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
を
伺
う
。

世
界
で
排
出
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
約
４
分
の
１

が
農
業
分
野
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

不
耕
起
栽
培
等
の
環
境
再
生
型
農

業
へ
の
推
進
を
指
導
す
べ
き
で
は

関
係
機
関
等
と
研
究
し
、

事
例
を
集
め
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

今
後
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
が

ま
ん
延
し
た
場
合
に
お
け

る
医
療
機
関
と
の
連
携
は

榛
原
医
師
会
と
の
連
携
や

島
田
、
藤
枝
、
焼
津
の
３

病
院
と
の
さ
ら
な
る
連
携
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
く
。

問問 答答

企
業
が
プ
ラ
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
始
め
て
い
る
。

プ
ラ
ご
み
処
理
の
民
営
化
に
つ
い

て
の
考
え
は

市
内
で
は
そ
う
い
っ
た
業

者
が
確
認
で
き
て
い
な
い

の
で
、
今
後
も
情
報
収
集
し
て
い

く
。

制
等
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
水
や
バ
ッ
テ
リ
ー
類
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
等
の
代
用
品
を

準
備
い
た
だ
く
よ
う
引
き
続
き
周

知
し
て
い
く
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
が
裾
野

市
で
展
開
す
る
「
ウ
ー
ブ

ン
・
シ
テ
ィ
」
の
よ
う
に
、
ス
ズ

キ
㈱
と
コ
ラ
ボ
で
き
な
い
か

高
台
開
発
関
連
も
含
め
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
か
ら
提
案

い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
の
共
有

を
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
に
お
い
て
イ
ン
フ

ラ
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
際
の

対
策
は

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携

し
て
復
旧
に
取
り
組
む
体

問問問 答答答

防災訓練が行われている
富士山静岡空港

戦略プロジェクト、学校再編案は

各
校
に
特
色
を
持
た
せ
、

居
住
地
区
を
問
わ
ず
市
内

少
人
数
学
級
を
実
現
し
よ

う
と
思
え
ば
「
市
費
負
担

職
員
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

子
ど
も
を
主
役
に
考
え
る
の
な
ら

ば
検
討
・
検
証
を

実
現
を
目
指
せ
ば
財
政
上

の
負
担
は
か
な
り
あ
る
。

加
配
教
員
を
用
い
て
少
人
数
で
の

指
導
を
す
る
等
が
現
実
的
な
線
で

は
な
い
か
。
効
果
も
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ど
こ
か
ら
で
も
自
ら
が
望
み
選
び

と
る
こ
と
の
で
き
る
越
境
通
学
や
、

い
ま
や
世
界
的
潮
流
と
な
っ
て
い

る
「
少
人
数
学
級
」
を
進
め
る
べ

き
だ

学
校
の
特
色
に
つ
い
て
は

学
校
ご
と
開
校
に
向
け
た

検
討
の
中
で
行
う
が
、
学
校
選
択

制
に
つ
い
て
は
再
編
計
画
の
中
で
も

議
論
し
て
い
く
。
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
は
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

榛
原
図
書
館
に
つ
い
て
は

い
こ
っ
と
整
備
に
よ
る
市

民
満
足
度
が
非
常
に
高
い
。

榛
原
に
つ
い
て
も
現
在
、
文
化
セ

こ
の
８
月
ま
で
に
市
内
各

地
で
「
学
校
再
編
計
画
案

意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

狙
い
は
何
だ
っ
た
の
か

再
編
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
、
そ
し
て
市
民
か
ら
の

意
見
を
聞
き
計
画
を
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
。

ン
タ
ー
内
で
の
拡
充
を
検
討
し
て

い
る
が
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
学
校
再
編
等
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
議
論
し

た
い
。

『
未
来
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
の
筆
頭
事
業
で
あ

る
「
若
者
に
魅
力
あ
る
サ
ー
ビ
ス

等
創
出
事
業
」
が
、
公
民
連
携
の

好
例
と
も
い
え
る
「
図
書
交
流
館

い
こ
っ
と
」
の
整
備
と
い
う
形
で

実
現
を
見
た
。
今
後
は
「
静
波
海

岸
周
辺
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
力
点
を
お
き
進
め
ら
れ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
他
に
も
目

玉
と
な
る
事
業
は

現
在
、「
坂
部
道
の
駅
の

整
備
」、「
地
頭
方
地
区
の

沿
岸
部
活
性
化
」
な
ど
に
つ
い
て

事
業
化
を
目
指
し
関
係
者
と
の
調

整
を
進
め
て
い
る
。
他
に
も
相
良

須
々
木
地
区
の
沿
岸
部
活
性
化
、

子
育
て
世
代
が
楽
し
め
る
屋
内
施

設
の
整
備
も
検
討
し
て
い
る
。
相

良
油
田
の
里
公
園
も
来
訪
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
内
容

や
手
法
、
財
源
な
ど
の
条
件
を
整

え
た
上
で
『
未
来
若
者
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
に
盛
り
込
む
か
を
判
断
す

る
。

問

問

問

問

問

答答

答

答

答

平口 朋彦
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

ウ
ェ
イ
ブ
プ
ー
ル
を
核
と
し
た

「
静
波
海
岸
周
辺
地
域

ま
ち
づ
く
り
事
業
」

杉
本
市
政
４
年
の
区
切
り
を
間
近
に
迎
え
、
未
来

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
学
校
再
編
計
画
な
ど
に
つ

い
て
問
う
。

さまざまな意見や想いが
寄せられた「学校再編計画

（素案）意見交換会」
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提言書提言書を市長へ提出！
課題解決へ！
課題解決へ！

　将来を見据えた魅力あるまちづくりには「産業と人口の維持」が解決策の基盤であることから、
基幹産業である「農業」と「移住定住」に的を絞るとともに、過去においても市議会からさまざま
な政策提言を行っていることもあり、今回の提言では令和３年現在における現状を踏まえ、市内各
種団体との意見交換により浮かび上がってきた課題やアイデア・想いなどを盛り込むべく協議を重
ねてきた。
　その中で「就農支援」と「移住定住の促進」を一体的に捉えることとし、令和の時代に沿った「将
来を見据えた魅力あるまちづくり」について、以下のとおり提言する。

　現在、ごみ問題は深刻な地球規模の問題となっており、さまざまなごみの排出や温室効果ガス発
生による気候変動等の環境問題は待ったなしに解決が求められている。そのような中、牧之原市に
おいては、「2050年までに温室効果ガス排出を全体としてゼロ（カーボンニュートラル）を目指す」
旨の「ゼロカーボンシティ」を令和３年１月８日に宣言した。
　私たちは未来に生きる人々のために生活や憩いのための財産として豊かな海、田園、そして山林
を何としても残さなければならない。今後さらに市民のライフスタイルの多様化が進むことが考え
られ、複雑化する課題を行政と市民が共に解決していくことが必要であることから、『環境リーデ
ィングシティ・まきのはら』を目指すために、以下のとおり提言する。

文教厚生委員会所管 総務建設委員会所管

環境保全に向けた取り組みについて（要旨） 将来を見据えた魅力あるまちづくり（要旨）

１．就農支援
　農業への従事に意欲のある市内外の若者等に対し、生産ノウハウや経営ノウハウ等を習得できる
ような支援を行うことで、高齢化や後継者不足の解消につながると考えることから、以下の取り組
みを求める。
 （１） 「新規就農者向け地域サポート計画（仮称）」を策定し、新規就農への就農準備から定着支援

までの積極的な支援体制を確立すること。
 （２） 就農を目指す移住者に対し、自己資金や年齢等の要件を満たす者を対象とした「農業実習・

実践栽培の研修制度」を創設するほか、就農後の経営が軌道に乗ることができるよう必要な
支援を行うこと。

 （３） 後継者募集の取り組みを強化するため、令和３年度から新たに創設された農林水産省の「経
営継承・発展等支援事業」を活かすなど、行政によるサポートを手厚くすること。

２．農業移住体験の提供および情報の発信
　就農を目指し移住を検討する方に対して、当地を訪れて農業体験する機会の創出等の制度を創設
することが必要であり、またより多くの方に情報を届けることが重要であることから、以下の取り
組みを求める。
 （１） 農業に関心があり、農業に取り組んでみたい方を対象とする「ワーキングホリデー事業」の

導入や「農泊体験ツアー」のプラン提供など、農業体験、農家暮らし体験ができる環境整備
を促進すること。

 （２） 農業者の需要を把握し、必要に応じてインターネッ
ト上の「農業求人サイト（就農、短期～長期アル
バイト）」への登録支援を積極的に行うこと。また、
サーフィンがきっかけで牧之原市に興味を持った若
者を対象としたリゾートバイトについても、農家へ
の受け入れ先の開拓や情報発信に努めること。

 （３） 限定されたSNSのみに限らず、多種多様なWEBサ
ービスや情報誌などを用いた情報発信をすること。

１．ごみ等の廃棄物処理について
　「環境監視員」の役割の明確化を図り、環境問題に行政と市民が連携して対応する仕組みの構築
を図ること。また、焼却炉稼動の延伸のため可燃ごみとビニプラごみの分別意識の向上を図る必要
があること、事業者の一部で一般廃棄物と産業廃棄物の区分けが不十分であるとの指摘があること
から、市民や事業者に向けたより一層の啓発のための具体的施策を明示すること。

２．ゼロカーボンへの取り組みについて
　市民生活や市内学校給食での食品残渣および事業者から排出される生ごみの処理に向け、バイオ
ガス発電に利用するための民間事業者と市との連携体制を整備する他、再生可能エネルギー由来電
力の地産地消の仕組みの構築に向けた検討をすること。また、家庭や事業所で設置している太陽光
発電を災害時に電源として利用するための蓄電池の設置に対する補助制度や、公用車の更新時期に
合わせ環境負荷低減に向けた車両の導入についても検討すること。

３．環境保全に対する市民の意識醸成について
　家庭用生ごみ処理機及び生ごみ処理容器（コン
ポスター）の設置に対する補助金の復活の他、「清
掃ウォーキング（「富士山清掃登山」のような形
態）」の推奨と、その実施に向けて行政が支援す
る体制についても検討すること。また、学校や地
域に対する説明会や出前講座等の実施をさらに強
化するとともに、各種媒体を通じてごみ排出量を
定期、随時に広報することで「ごみ削減への取り
組みは当然」との意識醸成を図ること。

　各常任委員会では、『所管事務調査事項』を定め、市の課題等について調査・研究を行っています。
総務建設委員会では「将来を見据えた魅力あるまちづくり」、文教厚生委員会では「環境保全に向
けた取り組みについて」をテーマに調査を行いましたので、その結果に基づいて市長へ提言しました。
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牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「牧之原市議会だより」は再生紙を使用しています。

　

４
年
間
議
会
広
報
特
別

委
員
会
に
所
属
し
、
議
会
だ

よ
り
の
発
行
に
携
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
編
集
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
い
広
報
誌
を
意
識
し

て
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
個
人
的
に
は
、
編
集
作

業
を
通
し
て
、
議
会
構
成
や

議
会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

体
制
で
は
最
後
と
な
る
「
か

け
は
し
」
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
ご
愛
顧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
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今号の表紙

第51号から第63号までの表
紙写真を並べました。子ども
たちの元気な姿のおかげで、
議会だよりがより親しみやす
いものとなりました。ご協力
ありがとうございました。

議会を傍聴してみませんか

11月12日（金）
提案説明・審議・採決

11月臨時会の日程
提案説明 
通告質疑

審議・採決

※補正予算連合審査会　12月16日（木）

※15日は一般質問者数が
　13名以上の場合

11月29日（月）
12月７日（火）

13日（月）
14日（火）
15日（水）
22日（水）

一般質問｝

11月定例会の日程

選挙後の初議会となります。
市長から提出される議案審議の他
に、正副議長の選挙や委員会委員
の選任など、議会構成に関するこ
とが決定します。

９
月
定
例
会
号

令
和
３
年

第
64号

　令和３年６月末に千葉県八街市において、下校中の児童が大型
トラックにはねられ、未来ある尊い命が奪われるという痛ましい
事故が発生しました。この事故を受け、市は牧之原警察署、島田
土木事務所等の関係者による合同点検を行い、議員も各学校で行
われた点検に参加しました。当日は、学校側で把握する危険箇所
の中から抽出した学校周辺の通学路について、事故の危険性や安
全対策の必要性等の確認を行い、参加者からは白線の引き直しや
横断歩道の設置等についての意見が出ました。
　市議会としましても、子どもたちが安全に、そして安心して通
学できるよう、今後も市当局とともに安全対策の強化等を進めてまいります。

　令和３年８月12日に、中部電力株式会社浜岡
地域事務所の生田康平氏を講師として、「浜岡原
子力発電所の状況」「浜岡原子力発電所における
放射性廃棄物（気体・液体）管理」等をテーマに
議員勉強会を開催しました。
　立地市（御前崎市）に隣接する当市にとっては
大変重要な内容となります。市議会としましても、
今後もその動向に注視してまいります。

　市議会の全議員で構成される「議会改革特別委
員会」では、このたび「政治倫理規程」ならびに「申
し合わせ事項」の改定を行いました。これは議会
基本条例以下、市議会が持つ全ての規則規程など
を絶えずチェックし、逐次見直しをすることを自
らに課しているため行われたものです。
　今後も時代に即したたゆまぬ議会改革を進めて
まいります。

通学路点検の様子

学校周辺の通学路を中心に合同点検を行いました！

議員勉強会を開催しました！ 議会改革を進めています！


